
■募集案件の概要

No 市の考え方

1

　第２回和歌山市男女共生推進協議会で同様の
ご意見をいただき、議論・検討した結果、現在
の表現となっています。
　本計画では、「男女」や「男性」、「女性」
と表現を用いることで、あらゆる分野において
性別にとらわれないということをより意識して
いくことが重要であると考えています。

2

　デートＤＶについては、第３回和歌山市男女
共生推進協議会でも同様のご意見があり、本計
画では、施策の基本的方向４「配偶者等に対す
るあらゆる暴力の根絶」の施策内容「ア．ＤＶ
防止のための意識啓発」（Ｐ.４６）において、
「若年層の交際相手による暴力（デートＤＶ）
防止の啓発に取組みます。」と表記していま
す。

3

　成長過程において、ジェンダーに関する教育
は重要であると認識しています。関係各課と調
整を図りながら、今後検討していきたいと考え
ています。

4

　市民図書館やコミュニティセンターでは男女
共生に関する図書を所蔵しており、コーナーの
設置については、今後、関係各課と調整し検討
していきたいと考えています。

市民意見募集（パブリックコメント）結果

　「第３次和歌山市男女共生推進行動計画（案）」に関するご意見を募集した結果、１２件のご意見をいた
だきましたので、次のとおり公表します。

募集案件  第３次和歌山市男女共生推進行動計画（案）

受付期間  平成２６年１２月１５日～平成２７年１月１６日

ご意見の件数  ２名・１２件

■ご意見の概要と市の考え方

ご意見の概要

　男女共生の「男女」を意識しすぎているよう
に思います。セクシュアル・マイノリティの方
も考慮し、「男性も女性も」ではなく「すべて
の人」というような表現方法はとれないでしょ
うか。

　配偶者等に関するあらゆる暴力の根絶に関し
て、デートＤＶが含まれていないので、デート
ＤＶを明記するべきではないでしょうか。

　男女平等についての教育と学習の充実では、
保育園や学校にジェンダーについて書かれてい
る絵本や図書、ジェンダーの視点で書かれてい
る絵本や図書を置いてもらいたい。

　男女平等意識の啓発・情報提供では、市民図
書館やコミセンの図書室に男女共同参画に関す
る本のコーナーをつくり啓発をすすめるといっ
た取り組みを。



5

　施策内容「イ．セクシュアル・ハラスメント
等の防止への取組」の具体的施策「ａ．暴力防
止についての啓発」（Ｐ.２１）の内容で「セク
シュアル・ハラスメント等暴力の防止について
の学習機会の提供や啓発を行います。」の冒頭
に「性犯罪」を追記し、性犯罪防止について、
学習機会の提供や啓発により一層取り組んでい
きます。

6

　国の少子化対策においては、子どもを産み育
てる環境整備を進める上で、新たな問題となっ
ていることから、本市においても今後の検討課
題として、本計画の「<施策目標②>人権尊重を
阻害する暴力の根絶」（Ｐ.２０）の「現状と課
題」に、「マタニティ・ハラスメント」、「パ
タニティ・ハラスメント」を追記しました。

7

　第２回和歌山市男女共生推進協議会で検討
し、Ｐ.２２に記載しました。担当課とのヒアリ
ングの際に、「現在はテレビやインターネット
などの情報が入り乱れているため、中学生ぐら
いまでは興味本位なのか、先天的なものなのか
の判断も難しい状況である」との意見がありま
した。これは、保護者についても同じ状況と思
われます。
　学校教育における性的マイノリティについて
の教育は今後の検討課題として取り組んでいき
ます。

8

　施策内容「ウ．性別による人権侵害等に関す
る啓発」（Ｐ．２２）に「男性、女性に限ら
ず、人は多様である」を追記し、性的マイノリ
ティ等に関し、理解を深めるため啓発に取り組
んでいきます。

　人権尊重を阻害する暴力の根絶の施策内容
で、大きく性暴力（性犯罪）防止等への取り組
みが必要ではないか。

　イ）セクシュアル・ハラスメント等…に、マ
タニティ・ハラスメントやパタニティ・ハラス
メントも記載する必要があると思う。

　性的マイノリティの人権の尊重については、
偏見をなくすための教育が必要。
学校教育に取り入れるべき。

　リプロダクティブ・ヘルス/ライツの現状と課
題
　男性、女性に限らず、人は多様であるという
意識を持つこと、が抜け落ちている
　男性、女性に分けられる人ばかりではないと
いう認識が必要なのでは…。



9

　昨年度実施の「男女共生社会に関する市民意
識調査」（以下、「市民意識調査」という）の
結果では、「デートＤＶ」について、「言葉も
内容も知っている」との回答が２３.９％、「言
葉も内容も知らない」との回答が５０.５％で
す。
　デートＤＶについては、施策の基本的方向４
「配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶」の施
策内容「ア．ＤＶ防止のための意識啓発」（Ｐ.
４６）において、「若年層の交際相手による暴
力（デートＤＶ）防止の啓発に取組みます。」
と表記しています。
　ＤＶを見て育つ子どもへの影響については、
「配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶」の施
策内容「ア．ＤＶ防止のための意識啓発」（Ｐ.
４６）に「配偶者等の間におけるＤＶは子ども
にも大きな影響を与えます。」を追記しまし
た。

10

　市民意識調査の結果をみると、「男女の地位
は平等になっていると思いますか。」との設問
で、「学校教育の場」においては「男女平等で
ある」との回答は過半数を占め、ジェンダー教
育は進んでいると思われます。デートＤＶや性
的マイノリティについては、№２及び№７の対
応を考えています。
　女性の就労に関して、市民意識調査の結果か
らみると、「仕事を定年まで続ける」との回答
は理想としては２４.８％、現実としては１７.
０％といずれも３割に満たない状況です。一
方、子育てにおいては、「経済的に自立できる
ように育てるほうがよいと思う」との回答で
「女の子」の場合は３１.０％、「男の子」の場
合は６８.６％と育てる側の意識にも差がありま
す。このことから、学校でのキャリア形成のみ
では意識改革は難しく、今後より一層あらゆる
分野でジェンダー教育を進める必要があると考
えています。

　配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶、では
基本的にデートＤＶが抜け落ちている。
　また、ＤＶをみて育つ子どもへの影響につい
ても加筆が必要かと。

　男女共生推進は、すべての人の人権のうえに
あるもの、学校教育の中でジェンダーを学ぶ時
間やデートＤＶ、セクシュアル・マイノリティ
について学べるようにするべきだと思う。
　また女性が仕事を辞めずに働き続けるために
は、社会資源とジェンダー意識が大事です。
高校などで、キャリア形成について学べる時間
を設けるべきであると思います。
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　№７に記載したように、第２回和歌山市男女
共生推進協議会で検討しました。本市の現状で
は、「性的マイノリティ」への理解が十分浸透
していると言えないところから、意識啓発の必
要があると考え、「性的マイノリティの人権の
尊重」（Ｐ.２２）で取り上げています。
　施策内容の「エ．社会的困難な状況のもとに
ある男女の人権の尊重」（Ｐ.１８）において、
「性的マイノリティ」を追記し、具体的施策の
「ｂ．人権啓発の推進」の担当課に「男女共生
推進課」を追記しました。学校教育について
は、№７の対応をいたします。
　女性を取り巻く悩みは、マイノリティを含め
多岐に渡り、本人自身も非常にデリケートに
なっていることから、誰かに相談したい場合
は、まず男女共生推進課の「みらい相談室」に
電話をいただければ、女性相談員がお話を聞
き、個々の状況に対応させていただきます。
　性別による固定的役割分担意識については、
その解消に向け、今後も引き続き取組を進めて
いきます。
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　上記、№６と同様の対応といたします。
本市においては、現状を鑑み、今後検討してい
きたいと考えております。

　マイノリティ女性の位置づけはどうなってい
るのか。
　第３次和歌山市男女共生推進行動計画の基本
的視点にマイノリティ女性の視点がない。施策
内容の「エ」社会的困難な状況のもとにある男
女の人権の尊重で、男女共生課としての役割が
ないのはなぜか。マイノリティ女性の実態に応
じた施策・啓発をし、マイノリティ女性の地位
を向上することが必要ではないか。
　和歌山市男女共生推進行動計画は市民を含め
マイノリティ女性には届いておらず、啓発方法
を考える必要がある。学校教育の中でも必要だ
と思う。
　また、マイノリティ女性のための相談員を使
いやすい身近な施設（隣保館）に設置すること
が必要。
　男女共生社会を形成するための制度がすすん
でいても、現実問題として性別による固定的な
役割分担意識により男女平等がすすんでいな
い。

　マタハラ（マタニティ・ハラスメント）など
の事象増加について、言及すべき。また、その
解決に向けた啓発も。


